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Ⅰ.はじめに 
 
米 国 で は 、 麻 酔 看 護 師 (Certified Registered Nurse 
Anesthetist：以下 CRNA）は独立かつ多職種医療従事者と連
携及び協働し、根拠に基づいた麻酔管理と疼痛管理を質高く、
包括的に実践できる上級実践看護師 (Advanced practice 
registered nurse；APRN）と定義されている(AANA;2018)。一方
日本では、定義が確立されていないが、周麻酔期看護師は、
横浜市立大学大学院（以下、本学とする）では、周麻酔期にお
ける Care と Cure を統合した看護実践、教育、相談、調整、研
究、倫理に関する看護実践能力を持つ者であり、周麻酔期の
包括的な患者管理の充実及び患者の QOL 向上のために、
麻酔管理を安全に実践できる看護師を目指し、活動している
(赤瀬ら,2018)。そのため、生命に直結する循環器・呼吸器系
の医療技術と麻酔による全身管理、手術決定後の入院前から
退院後に至っての麻酔・痛みに関わる包括的かつ経時的な看
護が要求される。近年、患者の高齢化や病態の複雑化により
外科手術件数が増加している(厚生労働省,2015;沖田ら,2008)。
手術以外にも術前の説明、検査や処置の鎮痛鎮静管理等の
広い範囲（周麻酔期）で患者の手術や麻酔管理における安全
と充実が求められている(横山ら,2014;吉田ら,2018)。日本は、
2010 年に大学院修士課程として周麻酔期看護師養成講座が
開設され、続いて 2016 年 4 月に本学が開講した。現在、6 大
学の大学院が周麻酔期看護師育成課程を持ち、2018 年時点
で 17 人が修了している。しかしながら、周麻酔期看護師に関
する制度はなく、現状では社会的な必要性に応じて、各大学
院が独自に講義・演習・実習を実施し、各病院内認定で周麻
酔期看護師はその職能を果たしている。 
本学では、医学系研究科看護学専攻、附属病院麻酔科・看
護部・手術室が連携し、科学的かつ実践的なアプローチにより
根拠と実践を結び付ける、Care と Cure を融合した周麻酔期
看護学の教育を実施している（赤瀬ら,2018）。麻酔による全身
の生体反応への迅速に対応できるよう、科学的及び包括的に
麻酔管理を実施できるアドバンストな周麻酔期看護師の育成
をめざしている。 
周麻酔期看護学分野修了時の到達目標は、「Care」として
は CNS と同様の教育内容を修得、修士号の学位を取得し、
実践、教育、相談、調整、研究、倫理に関する実践能力と周麻
酔期の包括的な管理が理解できることとしている。「Cure」とし
ての麻酔管理の知識・技術（医学の講義と実習）の到達目標は、
麻酔科医教育ガイドライン(日本麻酔科学会,2008)に基づき、
設定している（赤瀬ら,2018）。現在、本学も大学院における周
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麻酔期看護師育成は創成期であるが、修了生 2 名は附属病
院および他大学附属病院で活躍し、大学院生 3名が修学中で
ある。神奈川県内の病院と連携し周麻酔期看護師を育成して
いる。  
一方、米国では、CRNA が、1860 年代から麻酔管理で活躍
してきた長い歴史があり、その教育、役割は標準化されている
(COA,2018)。そこで日米の違いを一つの視点として、米国の
CRNA と国際交流を実施することにより、本学における周麻酔
期看護師育成における示唆を得ることが可能と考えた。 
 
Ⅱ. 本学大学院周麻酔期看護学分野と米国サミュエルメリット
大学大学院との国際交流の内容 
1.国際交流の経緯と目的 
今回、米国カリフォルニア州にあるサミュエルメリット大学大
学院、本学医学研究科看護学専攻および周麻酔期看護学分
野、本学附属病院および附属市民医療センターとの間で国際
交流および意見交換を実施した。サミュエルメリット大学から、
大学院で麻酔看護学の実践教育をしている准教授 1 名と修士
課程 2 年の大学院生 1 名を本学に招聘した。招聘した准教授
は、アメリカ麻酔看護師協会(AANA)、カリフォルニア州麻酔看
護師協会(CANA)、サミュエルメリット大学にて麻酔看護の教育
プログラムの作成・指導の責任者である。サミュエルメリット大学
は、120年の歴史をもつ医療従事者を養成する、学士から博士
課程を有する教育機関であり、米国西部地区で最も最先端の
医療シミュレーションセンターを持ち、健康を評価するための
技術で地域貢献を活発にしている(SMU,2018)。また、サミュエ
ルメリット大学は、ハワイ大学とシミュレーション教育で連携し、
非常に臨床実践力のある CRNA の育成を実施し、その実績が
表1.麻酔看護日米国際交流のスケジュール
担当者
9:30-10:00
【研修1日目】
【ご挨拶】看護学科・大学院看護学専攻
学科長/専攻長/
分野長
10:30-12:00
【見学】横浜市立大学附属病院　訪問
（病院見学/シミュレーションセンター）
13:00-14:30
【見学】横浜市立大学附属病院　訪問
（手術室/ICU）
15:00-17:00
【講演会・国際交流】
 麻酔科・周麻酔期看護師とディスカッショ
 ン
（日米における麻酔看護実践）
10:30-12:00
【研修２日目】
【見学】横浜市立大学附属市民総合医療セン
 ター訪問（高度救命救急センター）
13:00-15:00
　
【国際交流】専門看護師とディスカッション
 (日米におけるAPNの役割と活動）
横浜市立大学附
属市民総合医療
センター看護部
/横浜市立大学
大学院看護学専
攻
13:00-15:00
【研修３日目】
【学部生・大学院生国際交流
 大学・大学院紹介
横浜市立大学大
学院看護学専攻
15:30-17:30
【講演】米国における麻酔看護とは
【国際交流】麻酔看護
横浜市立大学大
学院看護学専攻
18:00-20:00 【国際交流】看護学科歓送迎会
横浜市立大学大
学院看護学専攻
10:00-12:00
【研修４日目】
【研究交流：大学院周麻酔期看護学ゼミ】
横浜市立大学大
学院周麻酔期看
護学分野
4日目
2018年麻酔看護日米国際交流スケジュール
横浜市立大学附
属病院麻酔科/
看護部/シミュ
レーションセン
ター/手術室/横
浜市立大学大学
院周麻酔期看護
学分野
1日目
2日目
3日目
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ある(SMU,2018)。ハワイ大学は 1973 年に大学院教育として
CRNA の育成を始め、現在は大学院での教育はなされておら
ず学部のみの麻酔看護教育であるが、最先端のシミュレーショ
ン技術と共に、手術室や病室、在宅に至るまでの多くの幅広い
場面のシミュレーション設備があり、高度な医療現場で質の高
い看護を提供している(Hamric, 2013)。現在日本は麻酔看護
学の創成期のため、周麻酔期看護師の役割、麻酔看護の独
自性、麻酔看護の教育について発展途上な部分が多い(赤瀬
ら,2018)。そのため、麻酔看護の専門化で先行する米国の情
報収集および意見交換を行い、日本の周麻酔期看護師の教
育、役割や独自性を見出すこと、今後の麻酔看護学の発展の
ための国際交流を行うのが目的である。本国際交流の麻酔看
護師を招聘し、講演したのは、「挑戦的萌芽研究」(16K15877)
の一部であり、その助成及び本学科の助成を得て実施してい
る。なお、本実践報告は、国際交流に参加したサミュエルメリッ
ト大学大学院所属の准教授と大学院生に口頭及び書面にて
同意を得、ヒトゲノム・遺伝子研究等倫理委員会の承認
(A180300002)の上、実施した。写真については参加者同意の
もと、掲載している。 
2.国際交流の主な内容とスケジュール 
今回の麻酔看護日米国際交流の 4日間の主な内容とスケジ
ュールを表 1 に示す。表 1 に沿って国際交流が展開された。 
3. 日本の周麻酔期看護師の役割・独自性・教育の現状把握
のための講演会および施設見学 
1)麻酔看護についての日米講演 
日本は麻酔看護の創成期のため、周麻酔期看護師の役割、
麻酔看護の独自性、麻酔看護の教育を見出すために、情報交
換として日米で互いに講演を実施した。日本からは附属病院
周麻酔期看護師が、周麻酔期看護師の現状について、我が
国において養成が開始された背景、現状、課題について説明
した。現段階では、周麻酔期看護師は公的な存在ではないこ
と、養成が開始されて間もないこと、臨床で業務に従事してい
る者は 10数名程度である。課題としては、公的な制度はないこ
と、安全性と質の保障、社会的認知度の向上、看護師が関わ
ることでの効果を示していくことを挙げた。また、米国と日本の
法律(保健師助産師看護師法、医師法)の違いがあるため、
CRNA の制度をそのまま日本で応用することはできないが、周
麻酔期看護師制度を確立していく方向を示した。一方、米国
からの報告は、主に、実践に即した CRNA の養成と看護教育
プログラムについてであった。CRNAの教育は高度シミュレータ
を用いてのシミュレーション教育が非常に効果的である旨話さ
れた。サミュエルメリット大学大学院では質の高い臨床実践力
のある CRNA の育成をするには、シミュレーションの症例を麻
酔関連で 24程度、小児や心臓などにおける緊急的な対応、特
殊な症例に対応したシナリオを合わせ 100 程度、学生の経験
年数や領域に合わせて、シミュレーション演習を実施している。
また、経験したことのない症例がないようにシナリオは常にアッ
プデートし、同大学院では、実習で 1000 症例という多くの症例
を体験させて学ばせている。臨地実習前に試験をパスするた
めに、何度もシミュレーションによるトレーニングを重ねており、
患者に会う前に十分な自信を持っている。 
 
図 1.麻酔看護の講演による日米交流 
2)横浜市立大学附属病院：シミュレーションセンター・手術室・
ICU の見学 
本学附属病院での周麻酔期看護師育成のためのシミュレー
ション教育を見ていただく目的でシミュレーションセンターを見
学した。実際に本学で実施している教育について麻酔導入と
麻酔導入時の急変対応について、充実した技術訓練できる患
者シミュレータ用いて、本学麻酔科特任教授と大学院生で模
擬演習を実施した。また、本学の周術期関連で使用する腹腔
鏡下手術のシミュレータや内視鏡下によるシミュレーションにつ
いて同センター長より紹介した。周麻酔期看護師の働く環境を
知っていただく目的にて、手術室・ICU の見学をした。手術室
では、本学附属病院における手術形態、件数、運用方法、手
術室の他職種連携等の説明後に日米における意見交換を行
った。実際に消化器系疾患の開腹術の麻酔管理、ロボット支
援下手術による麻酔管理等について麻酔科学教授および麻
酔科医師、手術室看護師長や看護師より紹介した。ICUでは、
集中治療に入室される術後患者のタイプや術後の集中治療管
理について集中治療部部長より紹介された。ICU 分野は、患
者の病態や生体反応に精通して看護実践を常に展開している
場であるため、周麻酔期看護師にとって非常に参考になる場
である。 
3)横浜市立大学附属市民総合医療センター：高度救命救急セ
ンター訪問 
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日本の先進的な医療を紹介するため、本学附属市民総合
医療センターの高度救命救急センターを訪問した。センターの
説明と共に、横浜市における急性期医療、高度救命救急セン
ターとしての地域での位置づけ、横浜市立大学の役割と地域
貢献についてセンター部長から述べられた。また、高度救命救
急センター及び三浦市、横須賀市等を網羅するドクターヘリに
よる救急搬送の見学を実施した。総合周産期母子医療センタ
ー、小児総合医療センターの看護師における高度実践につい
て、部署での役割と共に症例報告を実施し、日米交流から高
度実践看護について意見交換を実施した。
図 2. 附属病院シミュレーションセンターおよび手術室での交流 
 
4)横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻での国際交流 
本学の周麻酔期看護師教育の環境を知るために学生同士
の交流および研究における国際交流を実施した。 
学生同士の交流 
サミュエルメリット大学大学院 2 年生の学生と本学の大学院
生で英語による大学紹介をプレゼンテーションし、互いに勉強、
看護、日米文化について話し、国際交流を行った。 
大学院生の英語によるプレゼンテーションは本学プラクティ
カルイングリッシュセンターの協力を得て実施され、大学院生
の英語力向上と共に国際的な視野の拡大につながったと考え
る。 
研究における国際交流 
サミュエルメリット大学の准教授と大学院生も参加し本学周
麻酔期看護学分野・看護生命科学分野のゼミを実施した。当
該教室では、実践的な修士課程にあたる周麻酔期看護学分
野と、基礎研究を基盤とする看護生命科学分野を 1 教室内に
配置しており、相互に議論し看護研究を遂行している特徴があ
る。そこで研究に関する交流として、修士課程 5 名の学生（周
麻酔期看護学分野 3 名および看護生命科学分野 2 名）による
研究紹介を実施した。修士論文の研究テーマに関するプレゼ
ンテーションを、各自 10分程度、英語で行い、質疑応答を通し
て日米の修士課程における「研究」の違いについて議論した。
日本では修士課程修了時に「研究」の修士論文が必須である
が米国は主に看護実践が主体となる修士課程である。修了し
CRNA となると臨床経験を積み、その後約半数が博士課程に
進学し、研究に取り組む。そのため、米国では 2025 年に
CRNA 育成は博士課程で養成となる予定である。 
 
Ⅲ.国際交流を通して、麻酔看護における日米の意見交換  
 
1～3 日間の期間に 3 回（表 1）、麻酔看護をテーマに、麻酔
科医師、周麻酔期看護師、専門看護師、病院看護管理職、大
学教員、学生が集まって、日米の意見交換を実施している。そ
の主な内容は周麻酔期看護師育成のための教育、周麻酔期
看護師の役割と独自性についてである。以下、日米における
意見交換の内容を示す。 
1.周麻酔期看護師育成のための大学院教育について 
1)看護師経験について 
米国では、CRNA の大学院は、2-3 年の ICU の看護経験を
経て入学してくるとのことであったが、日本は手術室の看護師
経験を数年経て入学してくることが多い。本学の場合は、手術
室、ICU、救命救急センターでの経験者が入学している。米国
では、ICU の看護師は常に高度侵襲状況にある患者、危機管
理が必要な対象において看護を実践している。そのため、
CRNA にとって手術による生体への侵襲と共に術中の看護に
どう反映できるのかを考えることができるのではないかと考えて
いる。一方、日本では手術室看護師の経験を経て周麻酔期看
護師を目指す場合もあり、手術室看護師の役割である、手術
環境、進行を含め手術を安全に実施するプログラムを理解して
いるため、手術を取り巻く、外科医、麻酔科医、臨床工学技士
等の各専門分野の医療者とチーム医療が上手く取れ、双方の
仕事を理解し補完しあえる関係において麻酔看護を遂行でき
る強みとなると考えている。 著者らは ICU と同様に高度侵襲
状況にある患者、危機管理が必要な対象において看護を実践
している救命救急センターの経験がある看護師も含め、どちら
の経験があってもその強みを生かし、麻酔看護に応用できれ
ばよいと考える。 
2)教育基準の標準化 
米国はCRNA教育プログラムの認定評議会(COA)教育基準
を規定し、標準化規定している。具体的な教育内容としては、
大学院修士レベル以上での看護管理、看護研究、上級フィジ
カルアセスメント、病態生理学、薬理学、麻酔科学等の知識を
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深めるための、麻酔領域に特化した教育が行われており、臨
床現場の状況やニーズに合わせて、教育内容を繰り返し更新
している(COA,2018)。全米でどこの大学院でも、麻酔看護の
学生に対して同じ教育基準で教育が行われている。現在の日
本は、各大学院が各々の教育内容を設けているが（赤瀬
ら,2017）、周麻酔期看護師の教育基準を設けることは、現場の
周麻酔期看護師の能力を保障することにもつながることを著者
らは確認できた。 
3)シミュレーション教育の重要性 
米国の報告では、CRNA は高度実践看護師として中核的な
3つの共通科目、具体的にはフィジカルアセスメント、病態生理
学、高度薬理学を履修し、社会におけるニーズを知りアドバン
ストに活動していくために、看護理論、医療政策、研究の学習
をし、かつ専門科目として麻酔科学を深めている。シミュレーシ
ョン教育では、麻酔関連のシナリオの他、緊急的な対応等 100
症例を実施し、現場での問題点を解決できる思考を教育して
いる。臨地実習では、例えば、カリフォルニア州の CRNA が活
動するフィールドは、過疎地から、大都市の地区へ、また、小
児から超高齢者の麻酔と全年齢層を対象としている。そのため、
大学院での臨床実習は 700～1000 症例を実施する。多くの経
験がCRNAの能力となるとし、州内の複数の病院を回って知識
と技術を鍛えている。一方、日本の報告では、麻酔管理の技
術を事前にシミュレーション教育で確認後、臨地実習にて麻酔
科医師と周麻酔期看護師の直接的指導の下、評価と共に実
施する。つまり、On the Job における教育が多い。シミュレーシ
ョン教育のシナリオは年齢別及び高血圧や動脈硬化等の基礎
疾患を持つ場合、高度肥満の場合等で学習する。本学では、
2 年間で 2 単位 60 時間での基本的なシミュレーション教育と
16単位720時間の実習で約 150件の症例検討を実施している。
今後著者らは、米国の優れた実践教育を踏まえ、大学院実践
教育の限られた時間の中で麻酔管理の知識と技術と問題解決
能力が向上するシミュレーション教育と実習の効果的な教育方
法を検討する必要があると考えている。 
2.周麻酔期看護師の役割 
周麻酔期看護師の役割に関して、米国の意見について示
す。医師の役割は、病気の診断、治療であるが、看護師は、患
者の今おかれている状況を正確に判断し、患者の恒常性の維
持をすることである。例えば、周麻酔期看護師は高血圧の治療
は行わないが、手術中、血圧上昇の症状に対し、医師の指示
の下、適切な血圧に維持をする。また術後の強い疼痛や吐気
で患者が苦痛を示す時、これは、患者は正常状態ではないと
判断し、この症状に対応するために、薬剤の与薬や処置など
のケアを行う。症状が逸脱した場合は治療を医師が行う。この
ように患者の状況を正確に理解し、生体の恒常性維持に対す
るケアを行っていくためには、解剖学、生理学、薬理学など、
基礎医学の科目の理解は必須である。日本側もこれらの米国
の意見に賛同した。日米共に、国による医療制度は違うが、米
国の CRNA も日本の周麻酔期看護師も同様の役割である、つ
まり、医師の視点で患者を診て、医学を施すのではなく、看護
師として恒常性の維持の観点から患者を看るのであると一致し
た意見となった。 
3.周麻酔期看護師の独自性 
日本では、周麻酔期看護師の独自性は不明瞭な中、手術
件数の増加や、ある地域では、麻酔科医師が少ない状況で麻
酔管理が実施されている現状から、麻酔管理をトレーニングし
た周麻酔期看護師が協働する必要性が出てきている（井
出,2017）。米国では、麻酔科医師と CRNA は麻酔管理におけ
る協働を実現している。米国は、安全な麻酔を提供すること自
体が、周麻酔期看護師の独自性であると言う。著者らは米国と
の意見交換を通し、現在の社会のニーズ、患者のニーズに答
えることが看護の視点であり、手術を受ける患者にとって、安全
な麻酔、安全な手術の提供こそが、患者のニーズなのであると
考えている。 
 
Ⅳ.周麻酔期看護師の今後の発展に向けて 
 
今回、臨床実践力のあるCRNAの育成をしている米国カリフ
ォルニア州にあるサミュエルメリット大学大学院と国際交流の機
会を得て、多くの意見交換ができた。日本は、周麻酔期看護師
の育成や活動は始まったばかりである。今後は、養成組織や
役割の確立、教育の基準化と標準化が必要である。日本は医
療の中で、多職種連携が円滑に行われ、チームワークが良い
ことが強み（徳田ら,2017）であり、米国より充実していると考えら
れている。周麻酔期は、麻酔科医師と周麻酔期看護師との協
力関係が重要で、強い信頼関係のもと、患者の安全性、効率
性そして患者の満足度を得ていくべきである。教育体制におい
ても、医師と看護師との十分な協力体制のもと、医学教育を得
られる環境を整備し、Care と Cure を融合して包括的に麻酔
看護の教育を構築していく必要がある。社会と患者のニーズの
ために。 
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